
大
旺
噌
血
年
洲
H
臼
り
山
ハ
ロ
ロ
惰
＝
一
紳
卿
M
拠
物
四
勲
可
　
　
大
甲
止
・
七
年
山
ハ
日
帰
二
十
・
↓
U
潤
費
目
嗣
納
本
（
締
出
日
帰
一
一
閂
一
口
H
獲
行
）
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　　號八十二第
行登日一月七年七正大
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心
情
の
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士
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郎

威
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の
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丈
學
博
士
　
狩
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喜

心
理
學
と
客
観
的
方
法
…
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…
交
二
士
楢
崎
淺
太
郎

識
刎
作
用
の
非
相
番
性
に
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す
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實
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的
研
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京
都
哲
學
會
規
則

　
　
　
、

第
六
條

　
學
校
、

　
コ
ト
チ
得

筋
七
條
會
員
ハ
倉
費
ト
シ
テ
年
武
圓
八
拾
磯
、
前
後
二
期
二
分
チ
テ
前
納
ス

　
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
儒
跡
合
肩
昌
ハ
ハ
本
四
ノ
諸
侃
稗
ノ
會
A
口
一
一
…
燭
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ツ
難
鮮
場
『
哲

　
學
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
條
　
太
－
曾
蜆
則
ノ
改
正
墾
更
ハ
委
昌
ハ
會
ノ
決
議
晶
依
ル

本
會
チ
京
都
魔
窟
會
ト
聡
ス

本
・
倉
拘
置
廣
義
昌
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
且
ハ
煎
ロ
及
チ
以
テ
自
餉
㎎
ト
ス

本
奇
”
ハ
蘭
…
條
ノ
目
的
チ
仙
蓮
セ
ン
が
凧
篇
メ
左
ノ
事
業
チ
押
灯
フ

毎
日
〃
一
回
研
究
會
チ
開
…
ク

毎
年
春
秋
二
画
公
開
講
演
會
チ
開
ク

毎
月
日
同
礫
誌
判
哲
學
研
究
』
チ
獲
行
ス

本
直
審
務
所
チ
京
都
帝
國
大
學
女
科
大
學
内
昌
置
ク

本
命
岡
ノ
事
業
チ
紹
螢
ス
ル
凧
篇
メ
ニ
左
ノ
役
員
乎
股
ク

委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
交
科
大
學
蒋
學
科
教
官
及
委
員
會

二
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
チ
以
テ
之
昌
充
ッ

書
記
（
｝
名
）
委
員
會
二
於
テ
囑
託
ス

本
會
ノ
趣
旨
三
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
帯
＝
ア
モ
會
員
タ
ル
コ
ト
チ
得

圓
旧
館
、
敏
育
倉
、
其
他
ノ
園
艦
ハ
其
姻
膿
ノ
名
チ
以
テ
入
筆
ス
ル

京
都
二
言
會
役
員

委
　
員

書
　
臨

交
宿
墨
士
波
多
野
精
一

丈
學
博
士
西
田
幾
多

交
學
博
士

交
學
二

千朝

葉山

三十

交
學
醇
士
　
狩
　
幻

妻
學
博
士

成郎　郎

直
　
喜

高米

瀬田

武庄

次太

郎郎

交
學
士
　
植
　
二

丈
達
士

交
學
博
士

交
民
博
士

文
醗
薄
士

交
學
博
士

寳小藤深松野
田本上嚴西井
丈健

壽
　
藏

方重治康三俊

郎　算郎央治



簡
見
受
け
た
。
此
等
も
裏
た
再
考
を
｝
焦
す
る
蹴
n
で
あ
ら
ら
。
次
に
活
康
・
の
盤
鰯
誤

跳
び
脱
落
等
も
随
分
少
た
か
ら
ず
認
め
た
。
　
さ
ら
で
だ
に
課
丈
は
女
鑑
澁
結

し
て
理
解
し
難
い
難
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
猛
の
校
正
に
は
周
到
の
注
意

が
望
ま
し
い
。
叉
伽
何
な
る
説
で
あ
ろ
か
、
第
二
稲
の
定
理
二
＋
七
9
、
脇
明

及
び
定
理
二
十
八
は
解
く
魔
落
し
、
　
叉
第
悶
部
定
蝿
鉱
十
七
の
備
考
の
最
後

の
一
句
も
脆
落
し
て
居
る
。
（
予
の
心
附
い
た
庭
で
は
）
此
難
は
改
曜
の
際
に

霜
風
せ
ら
れ
ん
事
を
望
む
。
又
た
一
入
ハ
希
塑
と
し
て
は
、
本
著
の
主
要
項

目
の
索
引
と
、
　
そ
の
・
王
要
概
念
の
羅
典
原
語
及
び
英
猫
の
主
噸
課
書
と
郵
貯

と
の
轡
照
表
を
巻
末
に
添
附
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
研
究
者
に
取
っ
て
甚
だ
便

利
で
あ
ら
う
と
患
ふ
。
荷
ほ
課
丈
の
艘
裁
に
就
て
い
へ
ば
、
公
理
や
定
義
及

び
定
理
蝶
を
、
他
の
溶
甥
や
備
考
の
部
分
と
、
　
一
凹
兄
朔
妖
ゆ
と
匿
鍔
し
凹
易
い
様

に
、
活
宇
の
勘
椋
式
や
組
方
を
幾
分
耳
翼
へ
る
の
も
、
　
一
の
方
法
で
あ
ら
う
と
憩

ふ
．
叉
た
課
者
は
本
著
ψ
課
鍬
に
、
登
部
口
語
鰐
を
用
ひ
て
居
ら
れ
る
が
、

鎌
継
の
公
理
や
｛
疋
理
等
け
、
　
あ
の
串
間
潔
｝
な
、
雄
勤
な
、
古
薙
ハ
的
f
、
且
つ
幾
分

纏
典
的
な
調
子
を
醒
す
爲
に
、
寧
ろ
緊
密
な
文
章
膿
を
用
ひ
ら
れ
て
は
如
何

で
あ
っ
た
ら
う
か
と
息
ふ
。
而
し
兎
に
角
、
此
の
面
倒
な
仕
寧
を
、
㎜
幾
多
の

困
難
を
凌
い
で
、
是
れ
痘
に
仕
上
げ
ら
れ
た
課
者
の
勢
を
｛
多
と
せ
ざ
る
を
得

ぬ
。
罰
し
此
の
鷺
書
に
三
っ
て
、
此
の
絶
束
の
帝
國
に
、
　
一
人
で
も
翼
の
ス

ピ
ノ
ザ
の
味
解
蒋
が
燐
來
、
　
或
は
そ
の
理
解
が
深
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
夫
の

知
己
を
後
盤
に
待
ハ
、
た
メ
ビ
ノ
ザ
は
如
何
に
満
足
に
患
ふ
で
あ
ら
う
か
。
妄

言
ぞ
謝
’
c
碧
事
書
広
獲
行
、
定
積
二
臨
五
十
銭
。
（
安
部
晴
之
助
）

寄
贈
雑
誌

　
折
n
墨
「
難
民
晒
、
　
翻
心
潮
、
　
γ
酉
倫
理
講
濡
｛
集
、
　
心
理
研
究
、
六
A
回
藤
雑
塾
融
、
申
果
洋

哲
學
、
東
瀬
之
光
、
早
稻
田
丈
學
、
學
校
教
育
、
教
跨
、
内
外
教
育
評
論
、

玄
室
教
育
、
敏
育
界
、
申
錬
教
育
、
教
育
時
静
、
東
京
教
育
、
兵
施
教
欝
、

奈
良
縣
教
育
、
静
間
縣
敏
育
、
滋
賀
縣
教
育
愈
国
章
、
強
弓
縣
教
育
、
三
重

毅
育
、
愛
知
教
育
難
誌
、
長
絡
縣
敏
至
難
誌
、
都
市
教
豫
、
信
濃
敏
育
、
佐

賀
縣
教
育
、
総
州
敏
育
、
宮
城
敏
育
、
愛
媛
雌
鳥
、
山
形
市
教
育
、

gscs

突翻號前

面
恥
・
：
・
：
・
：
：
・
：
：
：
；
；
：
：
・
：
：
：
：
・
：
丈
學
博
士
西
田
幾
多
郎

識
別
作
用
の
非
相
稻
性
に
關
す
る
實
験
的
研
究
：
・
：
：
・
丈
學
士
　
千
　
　
鼠

講
ッ
ッ
ェ
妥
常
性
∴
霞
來
（
承
酋
）

美
學
の
某
．
礎
に
就
て
の
考
察
（
完
結
）

女
畢
士
　
錦
　
田

・
：
：
客
昨
廊
士
　
深
　
　
田

フ
イ
ド
ラ
ア
「
遍
代
霞
然
涯
・
と
藝
衛
ト
の
翼
」
：
：
…
…
丈
撃
払
勝
　
部

一

胤
　
成

義
　
富

康
　
算

謙
　
造

新
　
署
　
認
　
介

一
二
一



禽
田

亀
口償定

一
、
本
命
え
入
會
希
製
ノ
方
ハ
直
接
本
領
宛
テ
ニ
御
申
込
柵
下
度
候

　
一
、
合
貼
貝
ニ
シ
テ
韓
層
面
ラ
レ
タ
ル
節
ハ
直
チ
ニ
就
ハ
旨
御
報
知
能
下

　
　
度
候

　
一
、
會
費
ハ
振
替
口
座
大
阪
蓼
〇
六
六
謬
番
、
京
都
哲
西
禽
宛
テ
畠

　
　
御
錦
込
被
下
度
候

　
一
、
⊥
不
勲
噛
ノ
銅
調
室
田
圃
闘
…
ス
ル
㎞
遡
信
…
及
伽
覇
五
介
＠
薪
刊
り
書
。
交
換
晶
雑
歎
鋤
等
ハ

　
　
凡
テ
本
愈
宛
テ
ニ
御
獲
汎
込
玉
筆
度
候

　　

@　

@　

@　

@
鯨
翻
弄
蝦
醒
京
都
哲
學
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
赫
一
口
座
・
穴
阪
蝶
酔
◎
六
六
参
番

一六

鍛
　
一
定
　
　
　
　
　
債

滑
一
金
・
黙
拾
　
石
　
鍵

勝
（
前
認
U
「
金
壷
圓
五
拾
銭

｝
郵

一
金
不

十
　
二
　
班
（
前
金
）
［
金

参
・
　
闘
　
不

申剛壷

受痩i鐙i醗

廣
告
豊

一
頁
　
　
金
蔓
　
　
圓

孚
頁
　
　
金
・
六
　
　
闘

註文規定

⑤
一
員
に
あ
ら
ざ
る
講
讃
者
の
御
詮
丈
及
び
廣
告
に
翻
す
る
件
は
獲

　
丈
館
へ
塩
目
皿
甲
W
込
下
さ
れ
度
候

◎
本
誌
の
御
註
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
粉
共
前
金
に
て
獅
逡
り
下
さ
る

　
べ
く
候
　
・

◎
振
替
貯
金
に
て
御
邊
金
は
（
東
京
二
八
0
番
）
蟹
玄
館
宛
に
願
上
腿

◎
前
金
切
れ
の
場
合
は
帯
封
に
「
前
金
切
」
の
印
章
押
捺
敷
す
べ
き
に

　
付
直
に
御
挑
込
下
さ
れ
慶
候

◎
見
本
獅
入
用
の
揚
合
は
金
猷
拾
銭
御
逡
蓼
下
さ
れ
度
」
候

⑤
鋳
に
請
求
書
及
曇
霞
霧
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
券
三
銭
御
選
村
下

　
さ
れ
度
候

大
正
七
年
六
n
月
二
十
七
碍
即
刷
納
本

大
正
七
年
　
七
　
月
】
玉
虫
　
　
行

縫複許不

　載終盤

編
輯
春

右
代
表
渚

搬
行
考

印
捌
考

印
鰯
班

第
二
十
八
三

遍
参
巻

第
七
勝

京
離
職
國
大
二
丈
科
大
払
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

賓
　
嚴
　
方
治

大
　
葉
　
久
　
吉

癒
京
市
日
本
橋
憾
本
溺
町

三
　
丁
　
冒
　
十
　
七
　
奮
　
地

青
柳
十
一
郎

東
京
市
牛
込
騒
市
谷
加
賀
町

一
　
丁
　
　
目
　
　
十
　
　
二
　
番
　
地

秀
英
舎
第
一
工
揚

現
行
細
鱗
纐
譲
外
書
醍
瀦
羅
文
館

襲
賞
元
麟
瓢
蟷
割
振
．
嘉
寳
交
館

費
動
態

（
東
京
）
東
京
堂
、

良
明
堂
、
上
田
屋

（
京
都
）
　
捻
文
館

東
海
堂
、

（
「
大
阪
）

（
掛
戸
）

北
隆
館
、

三
文
館

簑
文
学



翻

　
趣
味
津
津
哲
理
深
遽
な
る
入
生
の
側
炉
面
親

鯨鱒

�
衰
q
ﾋ
交
學
士
成
…
獺
…
　
清
瀬

必下；

二野最

戸の圏

薩

布
製
　
頗
美
　
本

菊
　
版
　
四
　
百
　
頁

定
礎
金
引
解
五
十
銭

途
料
　
金
十
二
銭

猿
の
笑
、
嬰
兜
の
笑
よ
り
、
悪
魔
の
笑
、
聯
の
笑
に
至
る
ま
で
、
笑
の
起

源
獲
達
を
説
き
、
ユ
ー
モ
ア
の
本
心
を
究
め
、
例
を
東
西
の
文
學
に
求
め

て
、
百
姓
、
飲
酒
家
、
盗
賊
、
香
具
師
、
商
人
、
役
人
、
曾
侶
、
軍
人
、

醤
問
、
食
客
、
馬
鹿
、
奴
隷
、
女
、
老
人
、
悪
魔
、
自
惚
家
、
守
銭
奴
、

偽
善
家
、
道
學
者
、
悲
喜
劇
人
物
等
を
拉
し
來
っ
て
縦
横
に
論
評
し
、
最

初
に
笑
と
人
生
観
と
の
關
係
を
説
き
、
翻
心
、
自
嘲
、
信
託
等
の
態
度
を

明
か
に
し
、
術
附
録
と
し
て
ヘ
ツ
ケ
ル
の
「
笑
及
滑
稽
の
生
理
」
及
リ
ツ
ブ

ス
の
「
滑
稽
及
ユ
ー
モ
ア
論
」
を
紹
介
せ
り
。

圏纂讐翫菱；稟署姦館文寳i暴…薯奔；警；篁課～事霧1農

笑
ふ
入
津
は
天
筆
ぬ
入
笑
ひ
過
ぎ
る
入
は
堅
め
齋

哲
　
學
・
研
　
究
　
　
第
二
十
八
號

聯
娠
蜷
駄
玉
捧
砕
（
毎
昌
一
回
一
口
獲
行
）
（
獄
誌
委
曲
瀦
）

定
言
金
武
拾
五
鑓


